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平成 31 年度 「スラブ・ユーラシア地域（旧ソ連・東欧）を中心とした総合的研究」に関わる「共

同研究班」 研究報告書 

令和２年４月３０日現在 

研究課題名 
近現代の中央ユーラシアに関する共同研究 

 

担当者 

氏名 所属機関・職 

1 宇山智彦 スラブ・ユーラシア研究センター・教授 

2 長縄宣博 スラブ・ユーラシア研究センター・教授 

班員 

氏名 所属機関・職 専門とする研究分野 

吉村貴之 東京大学・学術研究員 アルメニア近現代史 

研究テーマ 

アルメニア近現代史 

班員 

氏名 所属機関・職 専門とする研究分野 

塩谷哲史 
筑 波 大 学 人 文 社 会

系・助教 
中央アジア近現代史 

研究テーマ 

中央アジア近現代史 

班員 

氏名 所属機関・職 専門とする研究分野 

藤澤 潤 
神戸大学大学院人文

学研究科・講師 
ソ連史・冷戦史 

研究テーマ 

ソ連のアフガニスタンからの撤退とコメコン 

 

研究成果の概要 

本年度は、国際関係を地域研究に取り込むことに重点を置きつつ、担当者 2 名と班員 1 名が中央

ユーラシア近現代史の教科書執筆に参加した。また、モスクワの高等経済学院と共催の国際シンポ

ジウム「帝政ロシアの地方再訪」で塩谷哲史は、19 世紀から現在までのグレートゲームのイメー

ジの持続性に関するセッションを組織した。個別の研究として塩谷は、近代中央アジアのおもに対

外関係史にかかわる学会報告を行い、あわせて 19 世紀の中央アジアにおける王権のあり方、ロシ

ア帝国の中央アジアにおける対外交渉、ロシアと中央アジアの間の開発構想をめぐる相克に焦点を

当てた。また 2 月にセンターで、『軍事論集』をはじめとする同図書室所蔵の近代中央アジアの対

外関係史にかかわる文献の調査・分析を行った。藤澤潤は、アーカイヴ調査に基づき、1980 年代
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後半のソ連のコメコン政策について、アフガニスタンなどの域外途上国およびモンゴル、キューバ、

ヴェトナムの非欧州加盟国に対する経済協調の試みを軸に分析した。その結果、この時期のソ連指

導部は、東欧諸国に対して域外途上国に対する支援の協調は以前ほど要求しなくなった一方で、非

欧州加盟国の域内経済協力への統合をより強く主張するようになり、これがソ連・東欧間の新たな

論争点になっていたことを解明した。吉村貴之は、20 世紀前半の日本で商館を営みつつ、慈善事

業に取り組んだ女性ディアナ・アブガリアン（Diana Abgaryan 英名 Diana Apcar, 1859-1937）につい

て、日本の難民・国籍政策に新たな光を当てる報告を 2 月にセンターで行った。 
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当該研究活動を基に応募中の研究プロジェクト（科研費等） 
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